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	応用
	抗原情報
	背景
	ADPリボシル化因子（ARF）様タンパク質（ARL）は、RAS関連GTPaseのARFファミリーにおいて、機能的に異なるグループを構成します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ARL2.GTPに高い親和性で結合しますが、ARL2.GDP、活性化ARF、またはRHOタンパク質とは相互作用しません。ARL2が活性化された際に、このタンパク質またはARL2の膜結合が検出されないことは、ARFとは異なる作用を示唆しています。このタンパク質は、ARL2.GTPと相互作用する一方で、ARL2 GTPase活性化タンパク質活性を示さないことから、初めて同定されたARL2特異的エフェクターと考えられています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：ADPリボシル化因子様タンパク質2（ARL2）のエフェクターとして役割を果たす可能性がある。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：ARL2BPファミリーに属する。,サブユニット：GTP結合型ARL2およびARL3と相互作用する。複合体ARL2-ARL2BPおよびARL2BP単独はANT1に結合する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	-
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	A549細胞ライセートのARL2BP抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARL2BP 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	BART1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

